
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             平成31年02月26日

計画の名称 百舌鳥古墳群を活用した都市魅力の創造

計画の期間   平成２８年度 ～   令和０２年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 堺市

計画の目標 百舌鳥古墳群は、都市化の進展などによってその多くが失われたものの、現在も4世紀後半から6世紀前半に造られた44基の古墳が残っている。その中には、世界最大級の墳墓である仁徳天皇陵古墳をはじめとする巨大古墳が含まれており、日本

を代表する古墳群である。本市では、歴史と文化を活かしたまちづくりを進める一環として、百舌鳥古墳群の世界文化遺産登録に向けた取組を進めているが、来訪者の増加等に備えた環境の整備が未だ不十分な状態である。本計画では、百舌鳥古墳

群を活用した周遊ルートの形成や受入環境整備を行い、まちの賑わい創出と都市活力の向上を図る。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               1,556  Ａ               1,556  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H26 H30 H32

   1 堺観光ボランティアガイドの件数（仁徳天皇陵古墳拝所前）を33,008人/年（H26）を40,600人/年（H32）に増やす。

1年間における堺観光ボランティア協会による、仁徳天皇陵古墳拝所前でのガイド数 33008人/年 36804人/年 40600人/年

   2 JR百舌鳥駅の乗降客数（定期利用外）を439,000人/年(H25）を540,000人/年（H32）に増やす。

1年間におけるＪＲ百舌鳥駅の乗降客数のうち、定期利用を除いた数 439000人/年 490000人/年 540000人/年

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む －

1年間におけるＪＲ百舌鳥駅の乗降客数のうち、定期利用を除いた数の当初時期はH25。

1 案件番号： 



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H28 H29 H30 H31 R02 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業

A10-001 都市再生 一般 堺市 直接 堺市 － － 百舌鳥古墳群周辺地区都

市再生整備計画事業

A＝約607ha 堺市  ■  ■  ■  ■  ■       1,556 －

 小計       1,556

合計       1,556

1 案件番号： 



交付金の執行状況

        （単位：百万円）

H28 H29 H30

配分額 (a)                      29                      86                       9

計画別流用増△減額 (b)                       0                       0                       0

交付額 (c=a+b)                      29                      86                       9

前年度からの繰越額 (d)                       0                       0                       0

支払済額 (e)                      29                      86                       8

翌年度繰越額 (f)                       0                       0                       1

うち未契約繰越額(g)                       0                       0                       0

不用額 (h = c+d-e-f)                       0                       0                       0

未契約繰越率+不用率 (i = (g+h)/(c+d))％                       0                       0                       0

未契約繰越率+不用率が10％を超えている場

合その理由

1 案件番号： 



（参考図面）

計画の名称

計画の期間

　百舌鳥古墳群を活用した都市魅力の創造

　平成28年度　～　平成32年度　（5年間） 交付対象 　堺市

百舌鳥古墳群周辺地区 

 百舌鳥古墳群周辺サイン等整備 

 （仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設アクセス道路 

 （仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設 

 （仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設周辺駐車場 

大仙公園 

 古墳視点場 

 大仙公園駐車場誘導看板 



事業主体名：　堺市　          　

チェック欄

　１）堺市総合計画の方針と適合している。 ○

　２）関連する各種計画との整合性が確保されている。
　　　 （都市計画マスタープラン、地域防災計画、緑の基本計画等）

○

　３）本市の課題を踏まえた目標となっている。 ○

　１）計画の目標と定量的指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　１）定量的指標は、計画の目標を達成する上で適切なものとなっている。 ○

　２）定量的指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　１）計画の目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　２）定量的指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　１）十分な事業効果が確認・期待されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）計画について住民や民間事業者等との間で合意が形成されている。 ○

　１）住民等から事業実施についての要望がある。 ○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確実性）

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の確実性）

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性

③目標と事業内容の整合性

②定量的指標の明瞭性

①整備計画の目標と定量的指標の整合性

Ⅲ．計画の実現可能性

社会資本整備総合交付金チェックシート

計画の名称： 　　百舌鳥古墳群を活用した都市魅力の創造

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性

①上位計画等との整合性

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性）



都市再生整備計画（第４回変更）

百舌鳥
も ず

古墳
こ ふ ん

群
ぐ ん

周辺
しゅうへん

地区

大阪府　堺
さかい

市

平成３１年２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 607 ha

平成 28 年度　～ 平成 32 年度 平成 28 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

千人/年 平成25年度 平成32年度

人/年 平成26年度 平成32年度

540

堺観光ボランティアガイドの件数
（仁徳天皇陵古墳拝所前）

1年間における堺観光ボランティア協会による、仁徳天皇陵
古墳拝所前でのガイド数

安全・快適に移動できる環境を整えるとともに、ボランティアガイド
のわかりやすい解説により、百舌鳥古墳群の周遊魅力が高まる。

33,008 40,600

ＪＲ百舌鳥駅の乗降客数
（定期利用外）

1年間におけるＪＲ百舌鳥駅の乗降客数のうち、定期利用を
除いた数

百舌鳥駅のアクセス性が改善され、百舌鳥古墳群への来訪者数
が増加することにより交流人口の拡大につながる。

439

・世界文化遺産登録に伴う来訪者の増加を持続的なものにするため、来訪者の満足を高める「おもてなし」の環境を整えることが必要。
・百舌鳥古墳群のほぼ中央に位置し、仁徳天皇陵古墳の最寄り駅でもある百舌鳥駅を核として、鉄道利用による来訪を促進することが必要。
・広範囲に点在する古墳群を、効率的かつ楽しみながら周遊できる環境を整えることが必要。
・なじみの薄い来訪者にも古墳群を分かりやすく紹介し、周遊の起点となる施設を整備することが必要。

・平成23年3月、堺市の今後10年間のまちづくりの基本戦略となる「堺市マスタープラン」を策定し、新しいまちを創るための3つの挑戦の1つとして、「歴史文化のまち堺・魅力創造への挑戦！」を掲げ、その中で、新しいまちの姿のイ
メージを「市民が『誇り』を感じ、全国・世界の人々が『憧れ』を抱くまち」としている。
・世界文化遺産登録をめざす百舌鳥古墳群をはじめとする豊かな歴史・文化資源を活かし、良好な都市景観の創出や文化・観光の振興を図ることにより、都市の魅力を向上させるとともに、積極的な内外への情報発信や、来訪者を
迎え入れる「おもてなし」の環境づくりを進める。
・歴史と文化を活かしたまちづくりを進める一環として、百舌鳥古墳群の世界文化遺産登録に向けた取組を進めるとともに、古墳群の適切な保存管理や周辺の景観形成、来訪者の増加等に備えた環境の整備を行う。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 大阪府
おおさかふ

堺市
さかいし

百舌鳥
も ず

古墳
こ ふ ん

群
ぐ ん

周辺
しゅ う へん

地区
ち く

計画期間 交付期間 32

大目標：百舌鳥古墳群周辺地区に存在する歴史文化資源を活用して、まちの賑わい創出と都市活力の向上を図る。
目標１：百舌鳥古墳群を安全、快適に移動できる環境を整えることで、周遊魅力を高めるとともに、古墳群を身近に感じ、その価値を体感できる周遊拠点を整備することで来訪魅力を高める。

・百舌鳥古墳群は本市のほぼ中央にあり、東西・南北約4キロメートルの範囲に広がる古墳群で、古墳時代には100基を超える古墳が造られた。都市化の進展などによって、その多くが失われたものの、現在も4世紀後半から6世紀前
半に造られた44基の古墳が残っている。その中には、世界最大級の墳墓である仁徳天皇陵古墳をはじめとする巨大前方後円墳などが含まれており、東方約10キロメートルにある古市古墳群（羽曳野市、藤井寺市）とともに日本を代
表する古墳群である。
・本市では、百舌鳥古墳群を保護・活用するため、平成17年度から百舌鳥古墳群の世界文化遺産登録の検討に着手し、平成18年度には堺市歴史文化都市有識者会議を設置した。平成19年度には、同会議の意見に基づき、百舌鳥
古墳群と歴史的に関連性の深い古市古墳群との一体的な登録をめざすこととし、大阪府・羽曳野市・藤井寺市と共同で文化庁に世界遺産暫定一覧表への記載を提案した。その結果、平成20年に、文化審議会世界文化遺産特別委
員会において記載が適当との評価を受け、平成22年11月に国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）の世界遺産暫定一覧表に記載された。平成23年には、大阪府、羽曳野市、藤井寺市と、百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推
進本部会議を設置し、推進体制を整備し、平成31年の世界文化遺産登録をめざして取組を進めている。
・仁徳天皇陵古墳と履中天皇陵古墳の周囲一帯は、大仙公園が都市計画決定され、本市のシンボルパークとして整備が進められるとともに、園内には堺市博物館や日本庭園などが設けられた。公園内には古墳が点在し、さらに周
辺の住宅街にも古墳が残され、緑地としての良好な景観をなしており、平成18年度には大仙公園が「日本の歴史公園100選」に、平成19年度には百舌鳥古墳群が「美しい日本の歴史風土100選」に選ばれている。
・本地区は、堺市マスタープラン（平成23年策定）において、本市の貴重な資源の整備を進めるとともに、個性あふれるイベントの開催等により、来訪魅力を高める環境整備を推進する「歴史文化・観光エリア」として、また、地域の生活
に密着した緑や水辺を守り、市民の潤いや憩いの場として保全する「クールスポット」として位置付けられている。また、堺市歴史的風致維持向上計画（平成25年策定）においては、本地区は重点地区に設定されている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（古墳群の周遊性の向上及び古墳群の価値を体感できる交流拠点等の整備）
・百舌鳥古墳群を楽しみながら周遊できるよう、周遊ルートに沿って、国内外からの来訪者に分かりやすい案内サインや誘導看板・古墳の解説板を整備す
るとともに、安全で快適な周遊環境を確保するため、古墳群の中心的なエリアに位置する大仙公園への車両での来訪を適切に誘導し、駐車場付近での車
両の滞留を抑制するための整備を行う。更に、市民や来訪者に百舌鳥古墳群の歴史的意義や価値を理解してもらい、古墳の保護意識を醸成するととも
に、古墳群を堺の魅力として広く国内外に情報発信するガイダンス施設を整備する。また、古墳の雄大さを体感できる場所（視点場）の整備を行う。

・百舌鳥古墳群周辺サイン等整備事業【基幹事業】
・（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設整備事業【基幹事業】
・（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設アクセス道路整備事業【基幹事業】
・古墳視点場整備事業【基幹事業】
・大仙公園駐車場誘導看板【提案事業】
・（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設周辺駐車場整備事業（関連事業）

・

○本計画は、本市を代表する歴史文化資源である百舌鳥古墳群を活用したまちづくりを進める一環として取り組むものである。百舌鳥古墳群を活用したまちづくりに関しては、本計画で掲げる取組以外にも、古墳群の保存管理や古墳群を囲む区域において
古墳と調和した景観形成などにも取り組むこととしている。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 （仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設アクセス道路 堺市 直 H28 H32 H28 H32 477.0 477.0 477.0 0.0 477.0 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 広場 堺市 直 約354㎡ H28 H29 H28 H29 59.5 59.5 59.5 0 59.5 －

地域生活基盤施設 情報板 堺市 直 - H29 H32 H29 H32 58.9 58.9 58.9 0 58.9 －

高質空間形成施設

高次都市施設 堺市 直 延床約4,000㎡ H28 H32 H28 H32 2,715.5 2,715.5 2,715.5 0 958.5 －

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,310.9 3,310.9 3,310.9 0.0 1,553.9 - …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

堺市 直 - H30 H30 H30 H30 3.0 3.0 3.0 3.0

合計 3.0 3.0 3.0 0.0 3.0 …B

合計(A+B) 1,556.9
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
堺市 - - H28 H29 28.7

堺市 - - H32 H32 1,797.0

合計 1,825.7

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

古墳視点場整備工事 -

（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設周辺駐車場 -

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

車両誘導看板 大仙公園駐車場誘導看板

規模事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

（仮称）百舌鳥古墳群ガイダンス施設

古墳視点場

百舌鳥古墳群周辺サイン等整備

700.5 国費率 0.45

交付期間内事業期間
事業箇所名 直／間 規模

（参考）事業期間

連携生活拠点誘導施設

交付対象事業費 1,556.9 交付限度額

細項目
事業 事業主体



都市再生整備計画の区域

百舌鳥古墳群周辺地区（大阪府堺市） 面積 607 ha 区域

堺区　南田出井町一丁の一部、北三国ヶ丘町一丁～三丁、中三国ヶ丘町一丁～三丁、南三国ヶ丘町一丁～三丁、榎元町一丁～六丁、向陵西町二丁の一部、三丁の一部、四丁、向
陵中町一丁の一部、二丁、三丁の一部、四丁、五丁の一部、六丁の一部、陵西通、北丸保園、南丸保園、東永山園、中永山園、西永山園、五月町、一条通の一部、二条通、三条通、
四条通、五条通、六条通、七条通、大仙町、大仙中町、旭ヶ丘北町一丁～五丁、旭ヶ丘中町一丁～四丁、旭ヶ丘南町一丁～四丁、緑ヶ丘北町一丁～四丁、緑ヶ丘中町一丁～四丁、
緑ヶ丘南町一丁～四丁、東上野芝町一丁、百舌鳥夕雲町一丁～三丁
西区　上野芝町一丁～二丁、四丁の一部、石津ヶ丘
北区　百舌鳥赤畑町一丁～五丁、百舌鳥梅北町一丁、二丁の一部、五丁の一部、百舌鳥梅町一丁～三丁、百舌鳥西之町一丁～三丁、百舌鳥本町一丁～三丁、東上野芝町二丁、
百舌鳥陵南町一丁～二丁、三丁の一部
中区　土師町一丁の一部


